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料の分析結果と合わせて，完新生のいつ頃多雪化し，亜
高山帯に雪害を及ぼしたかを詳細に明らかにしたい。
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〔梗概〕　東日本の山地の森林植生は，太平洋側の山地と
日本海側の山地では大ぎな違いがみられる。特に顕著な
違いは，亜高山帯針葉樹林の分布に現われている。太平
洋側の山地では，アオモリトドマツ，コメツガを主とす
る針葉樹林が亜高山帯を形成しているが，日本海側の多
雪山地ではこれが欠如し，ミヤマナラなどの低木からな
る偽高山帯におきかわっていることが多い。これは，植
物生態学の分野では古くから，東北地方の亜高山帯植生
の背腹性として研究されてぎた。亜高山帯の欠如は多雪
山地を中心にみられることから，その原因は移動雪圧が
針葉樹類の成育を阻害するためと考えられてきた。最近
では東日本各地で湿原堆積物の花粉分析が行なわれ，亜
高山帯の欠如について植生史学的な立場から再検討が行
なわれている。以上の問題点を明らかにするために東日
本の多雪山地に分布する湿原でボーリング調査を行な
い，最終氷期の植生変遷について考察した。
　調査地は，新潟県平ケ岳玉子石湿原（仮称），宮城県栗
駒山第二世界谷地，福島県田代山湿原，宮床湿原，矢の
原湿原（下の沼）カワト沼の6湿原である。調査の結果，
平ケ岳玉子石湿原，田代山湿原，カワト沼の湿原堆積物
は完新世のものであることが明らかになった。栗駒山第
二世界谷地の小湿原では，最終氷期のものと考えられる
堆積物中から，寒冷な気候の指標と考えられているコケ
スギランの胞子が多数検出された。宮床湿原と矢の原湿
原（下の沼）の堆積物には，層厚，厚相に共通点があ
り，湿原堆積物中に明瞭な白色火山灰層がみられる。こ
の火山灰層は約2．2万年前に九州の姶良カルデラから飛
来した姶良火山灰層と考えられる。このことから，宮床
湿原と矢の原湿原（下の沼）は最終氷期後半からの堆積
物を有することが明らかになった。
　栗駒山第二世界谷地，矢の原湿原（下の沼），宮床湿
原の花粉分析の結果，完新世に多雪化が始ったと予想さ
れるが，さらに玉子石湿原，田代山湿原，カワト沼の試
